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凡例の解説

１　原則として、学級活動の時間に実施する。

２　家庭との連携を密にする。

３　学校給食との関連を図る。

４　栄養教諭・学校栄養職員等との連携を図る。

５　保管について

　手引のダウンロードは、下記の島根県教育庁保健体育課ＨＰにアクセスしてください。
　ＨＰアドレス　http://www.pref.shimane.lg.jp/hokentaiku/

実施上の留意点
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解説
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２　たべものビ
び ん ご

ンゴにちょうせんしよう

2

　食べ物の名前を知り「食」に興

味や関心を持つよう、クイズや

ゲームの形式にしました。家でど

んな食べ物が使われているか、話

題にしてみてください。

解説

ビンゴゲームの仕方

●食品を果物や野菜等に限定して
もよいし、しなくてもよい。

　①９つのますの中に食品の名前
を書く。

　②順番に、食品の名前を１つず
つ発表する。

　③自分が書いた食品の名前を言
われたら、その名前を○で囲
む。

　④縦、横、斜めいずれでも、３
つ○が並んだら、ビンゴにな
る。

　⑤全員がビンゴになるまでやっ
てもよいし、途中で切って、
言われなかった食品にどのよ
うなものがあったか、話し
合ってもよい。

　⑥ますを別紙に印刷しておき、
時間によっては繰り返し行う
こともできる。

給食との関わり
●給食の時間に、食品名を尋ねたり教えたりしな
がら、食品に興味をもたせる。

家庭で
①学校で学習した様子を伝え、
「おうちのひとから」を記入
してもらい、提出する。

勝ち残りゲームの仕方

●ビンゴゲームのアレンジゲームとして行う。
　①野菜や魚など、ある種類の食品に限定して、９つのますに食品の名前を書く。
　②教師又は児童が食品の名前を言う。
　③それぞれの児童は、自分が書いた食品の名前を言われたら、その名前を○で囲む。
　④９つすべてのますが埋まったら終わり。最後まで、言われなかった食品の名前が１つでも
ある者が勝ち。

　　※ゲームの時間が少ない場合は、残った数が多い者を勝ちとするなどの工夫をする。
　　※時間があれば、言われなかった食品にどのようなものがあったか確認し、興味を深める。
　　※初めて知った食品などを書くと、勝ち残りやすいことを児童に知らせる。
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解説 解説
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１　たくさんのひとがこころをこめてつくるきゅうしょく

　多くの給食を作る学校給食の調理と、家庭では、作り方など
に違いがありますが、子どものためによい食事を作ろうとする
気持ちは同じです。この気持ちに感謝する心を育て、食べ物を
粗末にしない態度を身につけるとともに、家族や友だちとの食
事が楽しいと感じられる子どもに育てたいものです。

5

２　たのしいきゅうしょくにするためには

ねらい
①給食を作ってくださる人への感謝の気持ち
をもつことができるようにする。

〈感謝の心〉

②マナーや食事の準備・片付け方などの定着
を図る。　　　　　　　　　　　　〈社会性〉

家庭に期待すること
●給食の時間との関連を図り、家庭でも楽し
く、マナーを守りながら食事をすることが
できる。
●家庭での食事の役割分担や約束を決めたり
しながら、会話のはずむ楽しい食事に心が
けるようにする。

①給食はどのようにして作られる
のか、写真を見ながら話し合う
ようにする。
　・材料の多さ
　・道具の大きさ
　・何人分の給食を何人で作るの
か

　・作業量の多さ
　・衛生管理　　　など

　※映像や写真などがあるとより
効果的である。

②給食室や給食センターで働いて
おられる方が、どんな気持ちで
作っておられるのかを知り、感
謝の気持ちをはぐくむようにす
る。

　※栄養教諭、学校栄養士、調理
員等に話を聞くと、より効果
的である。

学校で
①給食室や給食センターで働いておられる方の仕事の様子や気持ちについて話し
合う。
②給食の順序を確認し、気を付けることを考える。
③考えたことを発表し合いながら、マナー等を確認し、学級での約束等を決める。

給食や終礼の時間
①給食の時間に、学習したことがどれだ
けできたかを確かめる。

②給食の時間にがんばりたいと思うこと
を記入する。

①準備
　・身支度（白衣、帽子、マスク）を
整える。

　・手洗いをていねいにする。
　・机の上をきれいにふく。
　・静かに待つ。

②食事
　・食前、食後のあいさつをする。
　・正しい箸の持ち方や姿勢に気を付
ける。

　・立ち歩いたり、口の中に食べ物を
入れたまましゃべったりしない。

　・よくかむ。
　・食器を持って食べる。
　・好き嫌いをしないで食べる。
　・楽しい会話をするように心がける。

③後片付け
　・食器をきちんと返す。
　・机の上や床をきれいにする。
　・ゴミを分別する。

　※歯磨きをする。
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解説 解説
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２　きせつのたべもののよいところは、どんなところかな？
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４　これからがんばりたいことをかこう

３　きせつのたべものをたべてみよう

　四季おりおりの食べ物を知り、そのおいしさを

味わうことにより、自然の恵みに感謝して食べて

くれることを願い、季節の食べ物について学習し

ました。

　家庭でも、お子さんと一緒に季節の食べ物を使っ

た料理を作り、食べてみてはいかがでしょうか。

学校で
①家庭で記入したものの点検やその発表をする。
②季節の食べ物について学習する。
※給食と連動しにくい場合は、家庭に呼びかけて、
季節の食べ物を使った料理を作ってもらう、生
活科で作ったものを調理する等による指導も考
えられる。

給食の時間
①給食に使われている季節の野
菜や果物について学習する。

①四角の中に野菜や果物の名前を家族と一緒
に書くよう指導する。
　※自然環境の中で最盛期を迎える時期をと
らえさせる。（促成栽培、抑制栽培等に
より、採り入れ時期を意図的にずらすも
のは外して考えるようにする。）

②学校で育てているものがあれば、取り上げ
て記入していく。

●季節の食べ物と自然の恵みについて２にま
とめる。
　①おいしい。
　②たくさん生産されるため、いろいろな食
べ方ができる。

　③旬の時期には、栄養価が高くなる。等

●栄養教諭・学校栄養職員等を講師としたＴ・
Ｔによる指導も考えられる。特に学校給食
の材料を教材として利用すると、より効果
的である。

家庭で
①学校で学習した様子を伝え、
「おうちのひとから」の欄に
感想などを記入してもらい、
提出する。

給食との関わり
●学習した日の給食に使用されている旬の食べ物
について考え、実物を一緒に食べる。

●栄養教諭・学校栄養職員等と連携の上、食材
の実物等を一緒に見たりすると、食材と料理に
なったものとがつながり、より効果的である。

①当日の献立等が分かりやすいよ
う、給食の献立表を掲示すると
よい。
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解説

バナナ ヨーグルト

たこやき せんべい ばんちゃ

（例）
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■ おうちの方へ ■

9じ 10じ 11じ 12じ 1じ 2じ 3じ 4じ 5じ 6じ 7じ 8じ 9じ

あさ ひる よる

9じ 10じ 11じ 12じ 1じ 2じ 3じ 4じ 5じ 6じ 7じ 8じ 9じ

9じ 10じ 11じ 12じ 1じ 2じ 3じ 4じ 5じ 6じ 7じ 8じ 9じ

あさ

あさ

ひる

ひる

よる

よる

１　おやつのりょうとたべたじこくをしらべてみよう

２　おやつのとり方について、きがついたことをかこう

11

かしぱん（ちいさい） ドーナツ おにぎり ケーキ あんまん・にくまん

たこやき ホットケーキ（ちいさい） チョコレート スライスフライドポテト せんべい

チョコがし スナックせんべい クッキー あめ グミ

アイスクリーム（カップ） ヨーグルト プリン ふかしいも ぎゅうにゅう

バナナ りんご みかん 果
かじゅう

汁ジュース ばんちゃ・むぎちゃ

３　おやつのくみあわせにちょうせんしよう

ねらい
●自分のおやつのとり方を振り返り、量や時
刻、組合せを考え、食べ方に気を付けるこ
とができるようにする。

　〈心身の健康・食品を選択する能力〉

家庭に期待すること
●子どもにとっておやつは必要なものである
が、おやつのとり方によっては大切な食事
がおいしく、しっかり食べられない弊害も
あることを知り、おやつのとり方について
見直す機会とする。

学校で
①体によいおやつのとり方について学習する。
②１日のちょうどよいおやつの量の組合せを考
える。

③実態に応じて実践のめあてを考え、４のおや
つのとり方について、気を付けようと思うこ
とを記入する。

家庭で
①家族と一緒に表に記入しながらおやつの量や
食べる時刻について振り返る。

＊家族からおやつを与えられることが多いの
で、内容、量、時刻等について、児童と保護
者が一緒に考える機会とする。

②家族と一緒に調べた自分のおやつのとり方に
ついて、気が付いたことを２に記入する。

家庭で
①学校で学習した様子を伝え、
「おうちの人から」の欄に感
想などを記入してもらい、提
出する。

●おやつ調べは、保護者の協力の
もと、２日程度の記録をとるよ
う依頼する。
　記録は、この学習に入る前で
も学習中であっても差し支えな
い。
●夕食直前、夕食後、就寝直前
等におやつを食べないよう、お
やつの役割について指導し、食
べる時刻を工夫するよう指導す
る。

●配慮事項
　おやつを与えない家庭があるこ
とに配慮する。



















































── 資料７ ──

好
す

き嫌
きら

いせず　三
さんど

度の食
しょくじ

事を　バランスよく

子
こ

どもの時
とき

から　かむ習
しゅうかん

慣を　身
み

につけよう

野
やさい

菜を食
た

べて　体
からだ

いきいき　心うきうき
野菜には、ビタミンやミネラル、食物繊維が豊富に含まれています。体の調子を整え、病
気に負けない心と体をつくります。

感
かんしゃ

謝をこめて　「いただきます」　「ごちそうさま」
私たちが毎日食べ物を食べるまでには、たくさんの人のお世話になっています。
肉、魚、野菜などさまざまな尊いいのちをいただくことで、自分のいのちが育まれています。
感謝を込めて「いただきます」「ごちそうさま」

しっかりと　毎
まいにち

日食
た

べよう　朝
あさ

ごはん

マナーを守
まも

り　楽
たの

しくなごやか　食
しょくじ

事タイム
マナーとは相手への心遣いです。楽しくおいしく食事をするためには、食事のマナーを身
につけることが大切です。

寝
ね

る前
まえ

に　食
た

べすぎないよう　気
き

をつけよう

伝
つた

えよう郷
きょうど

土の料
りょうり

理　大
たいせつ

切にしよう　家
かてい

庭の味
あじ

心
こころ

と体
からだ

に　おいしい食
しょくじ

事　楽
たの

しい食
しょくじ

事



学 校 名 小学校


